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　　・ﾏﾝﾎｰﾙ鉄蓋は浮上防止の高松市型を使用すること。
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　　・宅内排水管の土被りを20cm以上確保すること。

管延長(m) 管勾配(‰)

雨水最終桝→1次放流先(既設排水施設)

桝番号 水路底 桝天高管種・管径 放流管底桝径(mm) 桝深さ(mm)
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　　・図面内の高さの表記は標高(T.P.表示)で表している。
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・開発協議の対象は最終桝から一次放流先までとする。
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市道香西本町１１号線
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・放流先の管底は通常水位以上とすること。
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［建築基準法第４２条第２項道路］

(軒天)

PRPφ250(砕石巻)

・各区画における予定建築物は一戸建ての住宅とする。
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・本管への接続は支管接合とする。
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［建築基準法第４２条第１項第５号道路］
昭和６２年１２月８日 第１０３０号

　　・電柱は開発道路内に設置しないこと。
　　・本開発区域に隣接して本開発許可の完了公告日からみなし
　　年数以内に開発行為を行う場合及び本開発区域内の
　　公共施設を変更する場合は、建築指導課と協議すること。
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本管中心から官民境界までの水平距離

道路民地境界での取付け管の土被り

(例)150 VU 1.72 16.47(0.65)(0.80)

管種

口径

取付け管ｵﾌｾｯﾄ記入例

桝深さ

上流側ﾏﾝﾎｰﾙからの距離

　　・農道・水路との一体利用はしない。
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